
Ａ
（
国
語
）
採
点
基
準

「
採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統
一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。

問

題

配
点

正

答

例

備

考

八
点

①

あ
つ
か
（
う
）

②

し
ぼ
（
る
）

＊

各
一
点
。

８
点

③

ゆ
か
い

④

て
い
さ
い

＊

字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
「
常

用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
」
（
文
化
審
議

⑤

額

⑥

幼
（
い
）

会
国
語
分
科
会
）
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

⑦

混
雑

⑧

円
熟

二
点

イ

(一)

点

二
点

二
学
期
の
準
備
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(二)

二
点

エ

(三)

三
点

メ
ガ
ネ
姿
を
川
野
さ
ん
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
嫌
だ
っ
た

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
り
、
的
確
に

(四)

が
、
川
野
さ
ん
が
似
合
う
と
言
っ
て
く
れ
た
（
か
ら
。
）

ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て

（
三
十
八
字
）

採
点
さ
れ
た
い
。

・

な
っ
ち
ゃ
ん
が
、
急
に
照
れ
く
さ
く
な
っ
て
、
も
じ
も
じ
し
て

し
ま
っ
て
、
で
も
、
な
ん
と
な
く
、
胸
が
ふ
わ
っ
と
温
も
っ
た
と

感
じ
た
理
由
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

な
っ
ち
ゃ
ん
が
嫌
だ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
て
書
き
あ
ら
わ
し
て
い

る
か
。

・

「
…
…
か
ら
。
」
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

「
メ
ガ
ネ
姿
を
川
野
さ
ん
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
嫌
だ
っ
た
が
、
川

野
さ
ん
に
メ
ガ
ネ
姿
を
ほ
め
ら
れ
た
（
か
ら
。
）
」
な
ど
、
同
様
の

趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

三
点

ウ

(五)

二
点

ウ

(一)

点

二
点

湿
度
が
高
い

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。
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(二)

三
点

紫
外
線
を
吸
収
し
て
、
次
の
年
の
芽
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

(三)

と
か
ら
守
る
（
こ
と
。
）

み
る
問
題
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

（
二
十
七
字
）

・

赤
い
色
素
で
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
黄
色
の
色
素
で
あ
る
カ

ロ
テ
ノ
イ
ド
に
共
通
す
る
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
的
確

に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

「
…
…
こ
と
。
」
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

「
冬
ま
で
の
一
時
期
、
紫
外
線
を
吸
収
し
て
、
芽
を
紫
外
線
か
ら

守
る
（
こ
と
。
）
」
な
ど
、
同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

三
点

イ

(四)

二
点

ア

(五)

(

裏
面
へ
続
く)



二
点

に
お
い
お
こ
せ
よ

(一)

８
点

一
点

ア

(二)

二
点

エ

(三)

三
点

主
人
の
詠
ん
だ
歌
に
返
事
を
し
た

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

(四)

（
十
三
字
）

み
る
問
題
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

「
あ
さ
ま
し
と
も
あ
は
れ
と
も
、
心
も
及
ば
れ
ね
」
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
の
筆
者
の
感
想
か
を
的
確
に
と
ら
え
て
い

る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

「
主
人
の
つ
く
っ
た
和
歌
に
返
事
を
し
た
」
な
ど
、
同
様
の
趣
旨

で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

一
点

エ

(一)

点

一
点

ウ
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(二)

二
点

イ

(三)

六
点

（
例
一
）

＊

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
適
切
に
書
き
あ

(四)

私
は
、
学
校
の
近
く
に
あ
る
山
や
森
、
海
岸
な
ど

ら
わ
す
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採

で
ご
み
拾
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
校
で

点
さ
れ
た
い
。

企
画
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
に
つ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
理
由
と
し
て
「

て
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
書
い
て
い
る
か
。

社
会
の
役
に
立
ち
た
い
か
ら
」
が
最
も
多
く
挙
げ
ら

100

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

・

具
体
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一
つ
取
り
上
げ
、
【
資
料

は
、
ご
み
拾
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
地
域

２
】
ま
た
は
【
資
料
３
】
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
活
動
の
参
加
者
を

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
ポ

増
や
す
た
め
の
工
夫
を
明
確
に
書
い
て
い
る
か
。

ス
タ
ー
に
書
い
て
掲
示
し
た
り
、
校
内
放
送
で
呼
び

か
け
た
り
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。

・

自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
書
き
あ
ら
わ
し
て
い

（
百
九
十
五
字
）

る
か
。

200

＊

出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

（
例
二
）

学
校
や
地
域
で
花
を
植
え
て
、
見
る
人
の
心
が
い

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
、
二
十
字
以
内
の
場
合
は
一
点

や
さ
れ
る
よ
う
な
、
美
し
い
花
壇
を
つ
く
る
活
動
を

を
減
じ
る
。
二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
じ
る
。

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

資
料
３
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

こ
と
が
な
い
理
由
と
し
て
、
「
時
間
が
な
い
か
ら
」

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

「
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
が
挙

点
、
符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も

100

げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
、

の
は
一
点
を
減
じ
る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
じ
る
。

校
門
の
周
り
や
地
域
の
公
園
へ
短
時
間
で
少
し
ず
つ

花
を
植
え
て
い
く
活
動
の
案
内
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、

配
布
す
れ
ば
参
加
者
が
増
え
る
と
考
え
る
。

（
百
九
十
七
字
）

200

合
計

五
十
点


